



























































































































































































微博とは、そもそもは 2009年 8 月に中国において設立されたマイクロブログサービス
で、中国語版 Twitter とも呼ばれている。中国新浪会社が開発・運営しており、2014 年 3
月 28 日に	“新浪微博”から“微博”に改名した。1つの投稿の最大文字数は、かつては
Twitter と同じ 140文字であったが、2016 年 2月 28 日に 2000文字に変更された。新浪科
技（2017）は、2017年 9 月時点の微博の平均 MAUs（monthly	active	users）は 3.76 億人
であり、平均 DAUs（daily	active	users）が 1.65億人であると発表した。微博数据中心
（2016）によると、2016 年 9月時点の微博の MAUs（monthly	active	users）の中、モバ
イル端末を使って微博を利用しているユーザーは全体の 89%を占めることから、利用空間
に囚われることなく、いつでもどこでも利用されていることが、微博の特徴の一つである






平均年齢は 33.1 歳であり、微博が 18歳から 25 歳までの若年層において、45.9％という
高い使用率を持っている。さらに、微博数据中心（2016）によると、30歳以下の青年層が
微博の主要ユーザー群でユーザー全体の 80%以上を占めており、特に 18歳から 30 歳まで















アカウントのことである。2009 年 11月 11 日に中国初の政務微博アカウント“湖南常德桃


















































































































































い食品の安全問題について、“食品安全”と“政府”をキーワードに、範囲を 2014 年 6




































































































Dang ら（2013）は Twitter 社に提供された“Search	API”を使って、2011 年 8 月 29 日か
ら 9月 25 日までの、この選挙に関する最も使われたハッシュタグを含まれる投稿と、ド
イツの 6大政党に属する候補者の名前の一つを含まれる投稿を抽出した。また、#Berlin
というハッシュタグを付くと同時に、6大政党の名前のいずれか 1つ、または候補者の名































799 件の投稿(そのうち、283件は転送)を抽出し、微博から 1,000 件の投稿(そのうち、






























































































ーム全体の、2013 年 1 月から 2013 年 9 月までの公共事件に関する検索量に基づき、上位





















































































































































































































































































































































108 件で全体の 0.65％、銀川市に関する宣伝は 33件で全体の 0.20％、その他は 299 件で全
体の 1.81％、主題不明は 780 件で全体の 4.72％、旅行は 160 件で全体の 0.97％、交通は
3,531 件で全体の 21.38％、教育は 561 件で全体の 3.40％、経済活動は 1,837 件で全体の
11.12％、警察は 448 件で全体の 2.71％、社会保障は 915 件で全体の 5.53％、生活・仕事環
境は 1,834件で全体の 11.10％、住居は 4,612 件で全体の 27.92％、医療は 313件で全体の






































































































































































7	 警察とその他	 1	 政務と医療	 1	
















































	 投稿全体はポジティブ感情群が 6,420 件、全体の 38.87％であり（小数点 3位以下四捨五
入、以下同様）、中立感情群が 2,757 件、全体の 16.69％であり、ネガティブ感情群が 7,341
件、全体の 44.44％である。	























































































催し物と市民活動はポジティブ感情群が 84 件、全体の 77.78％であり。中立感情群が 5





























































銀川市に関する宣伝はポジティブ感情群が 26 件、全体の 78.79％であり、中立感情群が













































その他はポジティブ感情群が 150 件、全体の 50.17％であり、中立感情群が 52 件、全体
の 17.39％であり、ネガティブ感情群が 97 件、全体の 32.44％である。	






















































主題不明はポジティブ感情群が 419 件、全体の 53.72％であり、中立感情群が 105件、
全体の 13.46％であり、ネガティブ感情群が 255 件、全体の 32.69％である。	






















































旅行はポジティブ感情群が 142 件、全体の 88.75％であり、中立感情群が 6 件、全体の
3.75％であり、ネガティブ感情群が 12件、全体の 7.50％である。	



















































交通はポジティブ感情群が 1,438 件、全体の 40.73％であり、中立感情群が 645 件、全体
の 18.27％であり、ネガティブ感情群が 1,448件、全体の 40.97％である。	























































教育はポジティブ感情群が 299 件、全体の 53.30％であり、中立感情群が 98 件、全体の






























































経済活動はポジティブ感情群が 722 件、全体の 39.30％であり、中立感情群が 297 件、全
体の 16.17％であり、ネガティブ感情群が 818件、全体の 44.53％である。	





























































警察はポジティブ感情群が 204 件、全体の 45.54％であり、中立感情群が 93 件、全体の
20.76％であり、ネガティブ感情群が 151 件、全体の 33.71％である。	
図 15 に示すように、警察では、マイナス感情確率の分布は、0.1の近傍にピークがあり、

























































社会保障はポジティブ感情群が 465 件、全体の 50.82％であり、中立感情群が 167 件、全
体の 18.25％であり、ネガティブ感情群が 283件、全体の 30.93％である。	



















































生活・仕事環境はポジティブ感情群が 591 件、全体の 32.22％であり、中立感情群が 323
件、全体の 17.61％であり、ネガティブ感情群が 920 件、全体の 50.16％である。	




























































住居はポジティブ感情群が 1,298 件、全体の 28.14％であり、中立感情群が 753 件、全体














































































医療はポジティブ感情群が 132 件、全体の 42.17％であり、中立感情群が 45 件、全体の
14.38％であり、ネガティブ感情群が 136 件、全体の 43.45％である。	





















































政務はポジティブ感情群が 499 件、全体の 40.67％であり、中立感情群が 188 件、全体の
15.32％であり、ネガティブ感情群が 540 件、全体の 43.97％である。	


























































































で全体の 0.65％、銀川市に関する宣伝は 33 件で全体の 0.20％、その他は 299 件で全体の
1.81％、主題不明は 780 件で全体の 4.72％、旅行は 160 件で全体の 0.97％、交通は 3,531
件で全体の21.38％、教育は561件で全体の3.40％、経済活動は1,837件で全体の11.12％、
警察は 448件で全体の 2.71％、社会保障は 915件で全体の 5.53％、生活・仕事環境は 1,834
件で全体の 11.10％、住居は 4,612 件で全体の 27.92％、医療は 313 件で全体の 1.89％、政
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